河川横断測量
　　電子野帳より取り込んだデータ及び手入力したデータより河川横断計算、成果表の作成までを行い、河川測量の全ての計算に使用する「河床データ」を作成します。

　　本計算は、「河川定期縦横断測量業務 実施要領・同解説」　（平成９年６月）（財）日本建設情報総合センター
及び　　　  「河川定期縦横断データ作成ガイドライン」（平成20年5月）国土交通省河川局

の仕様に基づいております。
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――　観測データを作成します。
――　距離標の追加距離及び距離標杭の標高等を入力します。
――　河川横断の計算を行います。
――　計算結果を断面グラフィックスで確認します。
――　深浅測量の計算を行います。
――　河川横断結果ファイルのピッチ割りを行います。
――　最低河床高等、縦断図に必要な縦断データを作成します。
――　河川縦断面を断面グラフィックスで確認します。
――　このメニューで計算された各種結果を表示・出力します。
――　河川横断測量の終了
河川横断測量 観測方法

観測方法は大別して、セオドライト横断・レベル横断（深浅測量）・成果表に分かれます。
１断面で使い分けが可能です。

　　　　　・ セオドライト横断は、ﾎﾟｰﾙ横断が可能です。

　　　　　・ レベル横断は、ﾎﾟｰﾙ横断と水深横断（深浅測量）が可能です。

観測開始位置は断面のどの位置から始めてもかまいませんが、開始位置を基準に「左側」、「右側」と考えてください。

  計算処理の方法は、観測開始位置の座標を（0,0）として仮計算を行い、左岸杭からのシフト量を逆算して観測開始位置の座標を求めた後、本計算を行います。

全て自動処理しますので、観測開始位置のシフト量をあらかじめ求めておく必要はありません。

処理点数   １測点 　片側　４００点以内
　　　　　　　　　　　　　　　　観測開始位置
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　　　　　　　　　　　　左側　　　　　　　　　　　右側
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成果表　　　セオドライト横断　　　　　　レベル横断　　　　　　　　　セオドライト横断　　　　　　　　　レベル横断
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　　　河積範囲位置
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河積範囲位置
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        左岸杭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右岸杭

[image: image18.png]1 48581

e [AEATE T CADGuvey B eSO
[ Oiganbata_Taat |

TRIE BT AT
Ma o | | FRABIE W [TTOT sk R
wo: RS w5 LR |

o) @rE BT mE [T e s] REHEE: T pn
ANF-8

CAFSAH | LoVt | HRFE 1 AnhEs®
ST [T T BEAR (% 4 207~ o50i0)

W& | W%E | mEA | HEs [m 0 esahy

[ 1000 954100 3210, |

2|2 1000 1004300 563014

3 |is 160 %3 87014

s 160 %3 8705

5P 00 03000

5P 03 0000

TP 00 0300 5 .

8 |4 1.000. 921300 10980 AR

|15k 0100 foetan 18762028

zzka | mem | vk | ek | RS oo = 5] #®T




[image: image19.png]| EARSAHEER | LeuseR | BRR

RET: S e

L
W5 | wa | Bs | Fs | mmGb LPG RPG: e A

T [RieT 2584 ]

2_|RIKG 0,000, 2510 R

3 1200 363

40 3762 0584 BEDIIT- GO

B 15780 35%0[22 I 3G- TR

5 21320 2600 SRl PHBOEAAT)

s p

5 1300 36008

9 s B0e 2 1mMs

R [ 12187 2080




[image: image20.png]EAESAHHEER L)L ARER BRE

s | o | wEm | toms | meab) |4
N[ 0000 1506860 1606861
2 -a510 1507960 14 LAwp IR
3 51401503130 ;BB
) -1030 1511420 14
5 -15166 1508020 @
6Lk 21306 Te06sa0 1507294 =
7 25540 1905410 @ R
8 -28130  1504.140 EIES
9 [ ]
0 B




[image: image21.png]


[image: image22.png]S0 BATERE

BAIT —5DEE hh

#®T



[image: image23.png]FrIHEE
¥ 225
W stEssE
P StEEvidi

W RIET6E
W AR
W AR
s




[image: image24.png]


[image: image25.png]


[image: image26.png]2,

TS 5
FES
i

2K
la
8K
B
K
2K
la
8K
B
K
2K

WEES : Fib

EANE  EEmNE  FIE

0.018
-0.015




[image: image27.png]



[image: image28.png]U WEHIFET.

#T




[image: image29.png]Ao EEm EE :1
)R MSE MsE

L 1 ZU.SSS 2.234  0.003
[ 1 211,442 1.758

[ 1 208.051 1.543

[ 1 287.300 0.700

L 1 225.364 1.436 -0.035
L 1 198.243 1.457  -0.034
L 1 220.484 1.016 -0.010
L 1 270833 1.887  0.012
L 1 182.533 1,387 -0.028
[3 1 148.347 1.253  0.012
{ 1 581367 0,033 -1.001




[image: image30.png]1

&R 774 MES

EES

ISF CALRsurvey B

I[85~ SEFET —FESIALT,
47— SPE e E T o

#i

SRR 7 [ 1 Oudarferiasar

VBRI

)| REAER T 2 [ Oudaniehiasar




[image: image31.png]x|

stEEyF =[10 m 10 = Pich S 1000




[image: image32.png]1| e85 —SPERS
SHEERE AL
HAEE





[image: image33.png]11285 7 SR [=]

T — 50 21




[image: image34.png]BREOER
cRR =
© WHEL T RIHRR

B -y maiET.




[image: image35.png]| mEEERiE |
WETERER 17
#7




[image: image36.png](2 BMT SR x|

VES : [FIESTE T OAGurvey e

FFEES [T o
EsiDr L < [ OudarDaadst

s

PrERS el





見通杭（もりかえ点）　　　　　　　　　　　　　　　　WL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾎﾟｰﾙ横断
　　　　　　　　　　　　　　　左岸水際杭　　　　　　　　　　　　　　右岸水際杭　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾎﾟｰﾙ横断

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水深横断（深浅測量）
河積範囲位置 ： 河積計算等で提内地側のデータを使用しないために設ける仮の河床データ（壁）

　　　　　　　　　　　１断面に必ず２ヶ必要
測点の名称

　　　距離標名   ： 半角１０文字（全角５文字）以内　――　距離標データと対応していること。

　　　観測年月日 ： 西暦（　2011/12/05　or　11.12.05　）
器械点の名称

　　　      ＬＰ　：　左岸杭　――――――　観測地点を含めて１断面に必ず１つあること。

　　　      ＲＰ　：　右岸杭　――――――　省略可

       ＊＊K　：　見通杭・もりかえ点　―　　　〃 　、＊＊は観測地点と一致すること。

      Ｌ＊WP　：　左岸水際杭　――――   〃 　、　　　　　　　　〃　　　　　 、水際杭が１組の場合＊は省略可

      R＊WP　：　右岸水際杭　――   　　　〃 　、　　　　　　　　〃     　　、　　　　　　　　　〃

　　　   ＴＰ等　：　その他の任意点
観測地点の名称

　　　      ＬＰ　：　左岸杭

　　　      ＲＰ　：　右岸杭

       ＊＊K　：　見通杭・もりかえ点
      Ｌ＊WP　：　左岸水際杭　　　　　　     　水際杭が１組の場合＊は省略可
      R＊WP　：　右岸水際杭　　　　　　     　水際杭が１組の場合＊は省略可
L1,L2,R1,R2　：　変化点 　　　　　　　　      変化点名 ： 省略可

　  　　　　　 Ｐ　：　ﾎﾟｰﾙ横断

　  　　　　　Ｗ　：　水深横断

観測地点の記号

河川横断測量コード表（JACIC_Format）
	ｺｰﾄﾞ
番号
	地点名
	座標の特性
	ｺｰﾄﾞ

番号
	地点名
	座標の特性

	  0
	
	なし
	 26
	ﾃｲｼﾞﾘ
	その他の堤防法尻

	  1
	LP
	* 左岸距離杭高
	 27
	ｶﾞﾝﾊﾞﾝ
	岩盤（始点、終点）

	　2
	ｸｲｼﾀ
	* 距離杭下
	 28
	Lﾃｲﾅｲｼﾞﾊﾞﾝ
	左岸提内地盤（始点、終点）

	  3
	ﾃｲﾎﾞｳｶﾀ
	堤防法肩位置（始点、終点）
	
	
	

	  4
	ﾄﾞｳﾛ
	道路（始点、終点）
	
	
	

	  5
	ｽｲﾛ
	水路（始点、終点）
	
	
	

	  6
	ﾃｲﾅｲ
	河川管理境界
	 51
	Rﾃｲﾅｲｼﾞﾊﾞﾝ
	右岸提内地盤（始点、終点）

	  7
	ｶﾝﾐﾝｶｲ
	官民界
	 52
	RWP
	* 右岸水際杭高

	  8
	ｺﾝｸﾊﾞﾘ
	ｺﾝｸﾘｰﾄ張（始点、終点）
	 53
	***K
	* 見通杭高

	  9
	ｲｼﾊﾞﾘ
	石張（始点、終点）
	 54
	ｺｳｼﾞﾁｭｳ
	工事中（始点、終点）

	 10
	ｺﾝﾌﾞﾊﾞﾘ
	ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ張（始点、終点）
	 55
	Lﾃｲﾎﾞｳ
	左岸堤防高

	 11
	ｼﾞｬﾊﾞﾘ
	じゃかご張（始点、終点）
	 56
	Rﾃｲﾎﾞｳ
	右岸堤防高

	 12
	LWP
	* 左岸水際杭高
	 57
	ｲｼｽﾞﾐ
	石積（始点、終点）

	 13
	LK
	低水路肩（左岸、右岸）
	 58
	ﾌﾄﾝｶｺﾞ
	ふとん篭（始点、終点）

	 14
	ｱｽﾌｧﾙﾄ
	ｱｽﾌｧﾙﾄ（始点、終点）
	 59
	ﾃﾝｾｷ
	転石（始点、終点）

	 15
	ｽｲｾｲ
	水制（始点、終点）
	 60
	ﾎｳﾄﾞ
	崩土（始点、終点）

	 16
	WL
	水面（左岸、右岸）
	 61
	ﾓﾙﾀﾙﾌｷﾂｹ
	ﾓﾙﾀﾙ吹付（始点、終点）

	 17
	ﾈﾌﾞﾛｯｸ
	根固めﾌﾞﾛｯｸ（始点、終点）
	 62
	ﾛｯｸﾈｯﾄ
	ﾛｯｸﾈｯﾄ（始点、終点）

	 18
	RP
	* 右岸距離杭高
	 63
	ｶｾｷﾊﾝｲ
	河積範囲（始点、終点）

	 19
	ﾃﾂｻｸ
	鉄柵（地盤高、鉄柵の上端）
	
	
	

	 20
	ｲｹｶﾞｷ
	生垣（地盤高、生垣の上端）
	
	
	

	 21
	ﾌﾞﾛｯｸﾍﾞｲ
	ﾌﾞﾛｯｸ塀（始点、終点）
	
	
	

	 22
	ｶﾞｰﾄﾞ
	ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ（地盤高、ｶﾞｰﾄﾞの上端）
	
	
	

	 23
	ｶｵｸ
	家屋（地盤高）
	
	
	

	 24
	Lﾃｲｼﾞﾘ
	左岸本堤防法尻（表・裏２点）
	
	
	

	 25
	Rﾃｲｼﾞﾘ
	右岸本堤防法尻（表・裏２点）
	 99
	
	データの終わり


＊は、観測地点の名称を使用しますのでコード番号は不要

コード番号は１つの観測値に１ヶしか入力できません。　同じ点でコード番号が変わる場合、同じ観測値を

１つ追加して入力してください。

上記に無いコード番号は無視されます。

１―１．電子野帳によるセオドライト横断

　　　　・　観測年月日 ： 西暦

　　　　・　開始位置の器械点の杭高は、コメント欄を利用してください。

　　　　・　左岸杭・右岸杭・水際杭・見通杭の杭高は、コメント欄を利用してください。

　　　　・　横断記号のコードは、コメント欄を利用してください。

　　　　・　器械点から左側は、水平角 = ０°

　　　　・　器械点から右側は、水平角 = １８０°

　　　　・　ﾎﾟｰﾙ横断の高さの基準は、１点前の地盤高です。

　　　　・　ﾎﾟｰﾙ横断は、観測データファイル作成後に追加入力してください。

　　　　・　ﾎﾟｰﾙ横断の距離は、進行方向に「＋」です。

　　　＊ 器械を横断線上以外に設置した場合　　　　　　　　　サンプルデータ「 0.4K、0.6K 」を参照

　　　　・　シフトした器械点を断面より

　下流側に設置した場合、その測点の追加距離より小さい値を　コメント欄に入力してください。

　上流側に設置した場合、その測点の追加距離より大きい値を　コメント欄に入力してください。

· シフトした器械点名の頭に（＊）を付けてください。

· シフトした器械点は、１断面に１点です。

· 最初にセオドライトを０セットして、左岸杭(ＬＰ)を観測してください。　以下、横断線上を左右に測定してください。
　　　　・　ﾎﾟｰﾙ横断は、変化点１点目以降より進行方向へ行ってください。

· 横断線上に見通杭を打ってＴＰした場合、以下の観測は 1-1．電子野帳によるセオドライト横断 と

同じです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測点　１．２ Ｋ　　TD = 1200.0



（右岸）　　　　５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　 １(LP)　　６　　　　　７　　　　　　　　８　　 　　　　（左岸）

　　　　　　　　　　　　　　　　４　　　　　　　　　３

　　　　　　　　　　　　　　　　＊ＴＰ ( TD < 1200.0 )

下流方向
　　観測データの作成


――　電子野帳の機種を選択します。

――　電子野帳の観測生データを取り込みます。

――　観測生データの表示を行います。

――　観測データファイルを作成します。

――　観測データファイルを表示・修正します。

――　手入力による観測データファイルを新規作成します。
――　手入力による観測データファイルを追加作成します。
――　手入力した観測データファイルを表示・修正します。
――　観測データの終了
　　　観測生データの取込

　　　　　　電子野帳の機種を選択してから取り込みます。

　　　　　以下、　「電子野帳データ取込」　を参照してください。
　　　観測生データの表示
　　　　　以下、　「路線測量、横断測量の観測生データの表示」　の取説を参照してください。
　　　観測データファイルの作成

　　　　　　観測生データから河川横断計算ができるファイル形式に
データを作り替えます。

河川名 ：　　省略可

　　　観測データファイルの表示

　　　　　　観測データファイルを表示・出力します。

　　　　　　・　ﾎﾟｰﾙ横断は、ここで追加入力してください。

　　　　　　・　河積範囲位置は、ここで追加入力してください。

１－２．手入力による観測データファイルの作成
　　　　観測手簿から観測データを手入力します。

    　河川名 ：　　省略可

タブをクリックすると入力ボードが変わります。
１．セオドライト横断入力
　　　測点 ： 距離標名（半角１０文字・全角５文字以内）　――　距離標データと対応していること。

　　　観測方向 ： 左側・右側　――　観測開始位置から「左側」、「右側」と考えてください。

　　　測点要素　――　全て入力してください。

　　　　　　　　　　　　　　観測年月日 ： 西暦（　2011/12/05　or　11.12.05　）
　　　器械点　　ＬＰ ：　左岸杭　  　　　　　　器械高　   　開始位置のみ杭高入力
　　　     　　 ＲＰ ：　右岸杭　　   　　 　　　〃　　　　　　　   　　〃

　　 　　　   　R*K ： 見通杭・もりかえ点　 　〃　　　　　　　   　　〃

　　　　 　　　L*WP ： 左岸水際杭 　 　　　　 〃　　　　　　　   　　〃

         　R*WP ：　右岸水際杭   　　　　 〃  　　 　 　   　　〃

　　    　　　ＴＰ等 ： その他の任意点 　   〃
   　地点　　　LP ： 左岸杭　　 　　　　　　 杭頭を観測する。　杭高入力

   　　　　　　　ＲP ： 右岸杭　　　  　　　　　　　　〃　　　　　　　　　〃

　　　     　　L*K ： 見通杭・もりかえ点　  　 　〃　　　　　　　　　〃

　　　　 　　　L*WP ： 左岸水際杭   　　　　　　　〃　　　　　　　　　〃

         　R*WP ：　右岸水際杭    　　　　　　〃  　　 　　　　　〃

  　 　　　　　　　Ｐ ： ﾎﾟｰﾙ横断

　　　　　　　　　　　　　　・　ﾎﾟｰﾙ横断の距離は、進行方向に「＋」です。

　　　　　　　　　　　　　　・　ﾎﾟｰﾙ横断の高さの基準は、１点前の地盤高です。

　　　 　　　　L1,L2 ： 変化点　　地点名は省略可
    記号（ｺｰﾄﾞ）　――　　記号（ｺｰﾄﾞ）表をクリックしてください。　　記号（ｺｰﾄﾞ）表に無いｺｰﾄﾞは無視されます。
　　 測点 ・ 左側　・　右側　・　観測方法 ・ 器械点 毎に「書き込み」してください。

２．レベル横断入力
　　　測点 ： 距離標名（半角１０文字・全角５文字以内）　――　距離標データと対応していること。

　　　観測方向 ： 左側・右側　――　観測開始位置から「左側」、「右側」と考えてください。

　　　測点要素　――　観測年月日 ： 西暦（　2011/12/05　or　11.12.05　）
　　　　　　　　　　　　　　温度、気圧、気象補正値　　入力不要

   　地点　　　ＬＰ ： 左岸杭　　　　　　測り始めはT・Gの順　　その他はG・Tの順　　T：杭頭は距離入力しない
   　　　　　　　ＲＰ ： 右岸杭　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃

　　　    　　 R*K ： 見通杭・もりかえ点　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　 　　　L*WP ： 左岸水際杭 　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　* は省略可
         　R*WP ：　右岸水際杭　  　　　　〃  　　 　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　〃
  　      　　　　S ： 距離ＴＰ　　　　　データ無し

  　 　 　　  　　H ： 高さＴＰ　      Ｂｓ、Ｆｓ

  　 　　  　　　SH ： 距離・高さＴＰ　　距離、Ｂｓ、Ｆｓ

  　 　　　　　　　Ｐ ： ﾎﾟｰﾙ横断

　　　　　　　　　　　　　　・　ﾎﾟｰﾙ横断の距離は、進行方向に「＋」です。

　　　　　　　　　　　　　　・　ﾎﾟｰﾙ横断の高さは、高い方向に「＋」です。
　　　　　　　　　　　　　　・　ﾎﾟｰﾙ横断の高さの基準は、１点前の地盤高です。

  　 　　　　　 　W ： 水深横断

　　　　　　　　　　　　　　・　水深横断を行う前に必ず水際（WL）を観測してください。

　　　　　　　　　　　　　　・　距離は最寄りの見通杭からです。水深は水面からの値で「－」入力です。

　　　　　　　　　　　　　　・　左右岸の水位が違う場合、水深の補正計算は行いません。始めの水位を計算に
使用します。また、深浅測量用ロープの伸縮による距離の差異も補正しません。

したがって、データ入力の前に手簿上で距離と水深の補正計算をしておく必要が
あります。
上記の補正が必要な場合、「６．深浅測量」 を利用してください。
　　　　　　  L1,L2 ： 変化点　地点名は省略可
    記号（ｺｰﾄﾞ）　――　　記号（ｺｰﾄﾞ）表をクリックしてください。　　記号（ｺｰﾄﾞ）表に無いｺｰﾄﾞは無視されます。
　　 測点 ・ 左側　・　右側　・　観測方法 ・ 器械点 毎に「書き込み」してください。
３．成果表入力
　　　測点 ： 距離標名（半角１０文字・全角５文字以内）　――　距離標データと対応していること。

　　　観測方向 ： 左側・右側　――　観測開始位置から「左側」、「右側」と考えてください。

　　　測点要素　――　観測年月日 ： 西暦（　2011/12/05　or　11.12.05　）

　　その他は入力不要

   　地点　　　ＬＰ ： 左岸杭　　　　　　　距離、地盤高、杭頭高を入力する。　　　　　左岸杭から左側　距離：（－）

   　　　　　　　ＲＰ ： 右岸杭     　　　　〃　　　〃　　　　　〃　　　　　          　　　　〃 　　右側　距離：（＋）

　　　     　　R*K ： 見通杭　　   　　  〃　　　〃　　　　　〃

　　　　 　　　L*WP ： 左岸水際杭 　　　　〃　　　〃　　　　　〃

         　R*WP ：　右岸水際杭  　　　〃   　〃　　 　　〃

   　  　　　L1,L2 ： 変化点　　   地点名は省略可  距離、地盤高を入力する。
    記号（ｺｰﾄﾞ）　――　記号（ｺｰﾄﾞ）表をクリックしてください。　　記号（ｺｰﾄﾞ）表に無いｺｰﾄﾞは無視されます。
　　 測点 ・ 左側　・　右側　・　観測方法 ・ 器械点 毎に「書き込み」してください。
　　　全て入力したら「終了」

４．入力方法参照



３．河川距離標データ作成


――　距離標の追加距離及び距離標杭の標高等を入力します。

――　距離標データの修正・出力をします。

――　終了

　　　距離標データ作成

　　　＊ 下流から順番に入力します。

＊ 距離標データは、河川横断データと対応して

いること。

　　　河川名         ――　河川・ダム湖等の名称（全ての計算書に表示されます。）　    　　　   省略不可

　　　距離標名       ――　半角１０文字（全角５文字）以内 　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　   省略不可

　　　流心追加距離   ――　距離標の流心追加距離　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　   省略不可

　　　左岸杭横断距離　――　既知成果表の値（左岸杭の横断距離） 　   　　　　　　　　　　 　　　 　 省略不可

　　　左岸距離標標高 ――　既知成果表の値　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 省略不可

　　　右岸距離標標高 ――　既知成果表の値　　　＊ 右岸杭が無い場合or確定されていない場合、省略可

　　　左右岸杭間距離　――　既知成果表の値　　　＊ 右岸杭が無い場合or確定されていない場合、省略可

左岸距離標追加距離　――　既知成果表の値　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　 省略可

　　　右岸距離標追加距離　――　既知成果表の値　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　 省略可

　　　計画築堤高  　　　　  ――　既知成果表の値　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 　 省略可

　　　計画高水位        　――　既知成果表の値　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　 省略可

　　　計画高水流量　      ――　既知成果表の値　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 省略可

　　　計画粗度係数　　　　  ――　既知成果表の値　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 省略可

　　　計画河床高　　　　　　　――　既知成果表の値　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 省略可

　　　河川構造物フラグ　　　――　０　： なし　　　　　　　　　                               　　　 省略 ＝ ０

　　　　　　　 　　　　　　　　　　     １ ： 橋脚

　　　　　　　 　　　　　　　　　     　２ ： 堰

　　　　　　　 　　　　　　　　　     　３ ： 落差工

　　　　　　　 　　　　　　　　　　     ４ ： 潜水橋

４．河川横断計算

　　距離標データの測点順に計算を行います。

　　 　標高は両差補正（球差＋気差）を考慮しています。
　　　　　 ・ 地球の曲率半径 ＝ ６３７０ｋｍ
　　　　　 ・ ｋ ＝ ０．１３３
河川名は「距離標データ」の河川名が表示されます。
精度区分　――　平地、山地を選択します。

	区　分
	平　地
	山　地

	距　離
	L / 500
	L / 300

	標　高
	2㎝+5㎝√L / 100
	5㎝+15㎝√L / 100


L：m単位
左岸杭を基準に右岸杭まで測定した時の距離と標高の較差の許容値です。
計算結果のソート

　　観測順　　　　  　――　観測した順に横断結果ファイルができます。

　　距離の小さい順　――　急峻及び複雑な地形等で、結線順に観測ができないため横断結果ファイルを距離の小さい順に並べ替えます。

＊ オーバーハング等で距離が前後する場合、手作業で横断結果ファイルを並べ替えてください。
観測手簿の作成開始ページを指定します。

　　　　「計算開始」　――　計算を開始します。（成果表入力の場合でも計算してください。）
　 　データの検索は　（１）電子野帳データ
　　 　　　　　　　　　   （２）手入力データ　　の順に探します。
＊ 同一測点のデータが、電子野帳データ、手入力データに分かれている場合は、あらかじめ一カ所にまとめておく必要があります。

＊ 右岸杭の距離及び標高が確定されている場合、計算結果（横断結果ファイル）の右岸杭の距離及び標高は成果表（距離標データ）の値となり、観測値（観測手簿の値）とは異なります。

＊ 河川横断計算が正常終了すると、下記のファイルが作成されます。

・ 河川横断測量距離標精度管理表　――　左岸杭から右岸杭まで観測した閉合差の表
・ 水際杭成果表　　　　　　　　　　　　　――　深浅測量の既知点データとして利用します。
・ 河川横断結果ファイル　　　　　　　　――　河川測量、全ての計算の基となるファイルです。
他のソフト等でLHデータをCALXsurvey河床データに編集

CALXsurvey河床データ作成要領                        計画高水位（決まっていない場合、省略可）

　　　河川名　　　　　　　　　　　左岸距離標高

距離標名　流心追加距離　　　右岸距離標高　     観測年月日
天竜川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
115.0K       ,     0.000,  310.111,  316.196,    0.000,2007.01.25

ｶｾｷﾊﾝｲ　   63,   -15.581,   315.975　　 LHﾃﾞｰﾀ
ｺﾝｸﾊﾞﾘ      8,   -12.581,   315.975 　　LHﾃﾞｰﾀ　　　　　　　             
 0,   -11.531,   312.575     LHﾃﾞｰﾀ（左岸～右岸へ結線順に入力）
 0,   -11.281,   312.575　　 LHﾃﾞｰﾀ（ｵｰﾊﾞｰﾊﾝｸﾞも可）
 0,   -11.281,   312.825　　　　：
ｺﾝｸﾊﾞﾘ      8,   -11.031,   312.825　　　　：
ｶｵｸ　　　　23,   -11.031,   312.825　　　ﾃﾞｰﾀの区切りは（カンマ）
ｶｵｸ　　　　23,    -5.781,   312.825
ｺﾝｸﾊﾞﾘ　　　8,    -5.781,   312.825
ﾃﾂｻｸ       19,    -4.598,   312.790
 0,    -4.598,   313.890       構造物は始めと終りに必ず2個入る
ﾃﾂｻｸ       19,    -4.598,   312.790
 0,    -4.382,   311.897

 0,    -4.193,   311.876

 0,    -3.670,   310.301

 0,    -1.799,   310.164

ｸｲｼﾀ        2,     1.234,   310.101　　　杭位置は必ずｸｲｼﾀで
左岸距離標杭    1,     1.234,   310.111　　　　　　　　　ｸｲｳｴが入る
 0,     1.316,   310.096

ｺﾝｸﾊﾞﾘ　　　8,     1.316,   308.626　　　左岸杭横断距離（復元等で0.000でない場合がある）
ﾃﾂｻｸ　　　 19,     2.309,   308.571
 0,     2.309,   309.671

ﾃﾂｻｸ        19,     2.309,   308.571
ｸｲｼﾀ         2,     2.781,   308.317
左岸水際杭　    12,     2.781,   308.447
WL　 　　　 16,     3.969,   307.499　 　WL：1断面に偶数個入る
 0,     5.751,   306.638

 0,     7.732,   306.167

 0,    10.702,   304.696

 0,    12.682,   302.285

 0,    17.633,   300.923

 0,    22.584,   299.531

 0,    27.535,   298.748

ｸｲｼﾀ　　　　 2,    32.485,   299.616
見通杭　　　53,    32.485,   299.616
 0,    37.436,   298.554

 0,    42.387,   299.232

 0,    47.337,   298.009

 0,    52.288,   298.317

 0,    57.239,   297.825

 0,    62.189,   297.652

        ：
　　　　：
　　　　：
0,   208.730,   296.156

 0,   210.711,   299.105

 0,   215.661,   300.703

 0,   220.612,   302.950

ｺﾝｸﾊﾞﾘ　　　8,   222.196,   303.190
ｺﾝｸﾊﾞﾘ      8,   222.196,   306.830
WL         16,   223.582,   307.399
 0,   224.672,   307.559

 0,   226.058,   308.009

ｸｲｼﾀ　　　　2,   227.147,   308.122
右岸水際杭     52,   227.147,   308.262

 0,   230.479,   308.566
ｺﾝｸﾊﾞﾘ　　　8,   233.311,   309.236
 0,   233.661,   309.521

 0,   234.031,   309.532

 0,   238.678,   316.186　　　構造物は始めと終りに必ず2個入る
ｸｲｼﾀ         2,   238.902,   316.196
右岸距離標杭　　18,   238.902,   316.196
 0,   241.952,   316.257

 0,   241.952,   316.407

ｺﾝｸﾊﾞﾘ　　　8,   242.242,   316.414
ﾃﾂｻｸ       19,   242.242,   316.414
 0,   242.242,   318.414

ﾃﾂｻｸ       19,   242.242,   316.414
ｱｽﾌｧﾙﾄ     14,   242.729,   316.439
ｱｽﾌｧﾙﾄ　　 14,   245.729,   316.439
ｶｾｷﾊﾝｲ　   63,   245.729,   316.439  　　ｶｾｷﾊﾝｲ：1断面に必ず２個入る
ﾃﾞｰﾀ終了　 99,          ,          
距離標名　 115.2K       ,   190.000,  310.758,  311.052,    0.000,2007.01.25
ｶｾｷﾊﾝｲ　   63,   -31.238,   321.409
 0,   -27.848,   318.161

 0,   -25.399,   316.025

 0,   -22.574,   315.711

 0,   -20.444,   315.444

ｲｼｽﾞﾐ      57,   -19.426,   314.855
ｲｼｽﾞﾐ      57,   -19.151,   313.955
        ：
　　　　：
　　　　：
0,    77.553,   332.063

 0,    77.463,   332.090

ｶｾｷﾊﾝｲ　　 63,    77.460,   332.276
ｸｲｼﾀ        2,    77.890,   332.310
右岸距離標杭 18,    77.890,   332.310
 0,    78.524,   332.292

ｺﾝｸﾊﾞﾘ      8,    78.970,   330.237
 0,    80.131,   330.269

 0,    83.228,   330.180

 0,    88.228,   330.180

ﾃﾞｰﾀ終了   99,          ,          
,,,,,,,,,** END **           全てのﾃﾞｰﾀ終了（カンマ９個）
５．横断面グラフィックス

　　　計算結果を断面グラフィクスで確認します。

６．深浅測量

――　深浅測量の観測データを作成します。

――　深浅測量の計算を行います。

――　計算結果を断面グラフィックスで確認します。
――　計算簿の表示・出力を行います。

――　深浅測量結果ファイルを表示します。

――　横断データと深浅データを合体して、新たに河川横断結果ファイルを作成
します。

――　深浅測量の終了

観測データ作成

観測手簿及び音響測深機の記録紙より観測データを手入力します。

対象は、レベル横断の水深測量です。


――　観測データを新規作成します。　　既存データは失われます。

――　観測データを追加作成します。　　既存データの後に追加作成します。

――　手入力した観測データを修正・出力します。
――　観測データの終了。
観測データ入力
測点 ： 距離標名（半角１０文字・全角５文字以内）
距離標データと対応していること。

　　　　　　　　観測した測点の順で入力。
　　　観測方向

　　　   左側・右側 ：　距離の小さい順に入力する。

左側　――　RWP ～ LWP　へ入力

右側　――　LWP ～ RWP　へ入力

　　　測点要素　：　観測年月日（西暦）・・・風力　　全て入力

   　既知点データ　：　左岸水際杭　――　左岸杭からの距離、標高　　　　　　＊ 水際杭成果表を参照
　　　　　　　　　　 　　　　右岸水際杭　――　左岸杭からの距離、標高　　　　　　　　　　　　　　〃

   　地点　　　ＬＰ ： 左岸杭

   　　　　　　　ＲＰ ： 右岸杭

　　　    　　 R*K ： 見通杭・もりかえ点
　　　　 　　　L*WP ： 左岸水際杭　　　　  　　　　　　　　　　　* は水際杭が１組の場合、省略可

         　R*WP ：　右岸水際杭　　　　　　　　　　　　　　　  * は      　　　〃

  　 　 　　  　　H ： 高さＴＰ　      Ｂｓ、Ｆｓ

  　 　　　　　　　Ｐ ： ﾎﾟｰﾙ横断

　　　　　　　　　　　　　　・　ﾎﾟｰﾙ横断の距離は、進行方向に「＋」です。

　　　　　　　　　　　　　　・　ﾎﾟｰﾙ横断の高さの基準は、１点前の地盤高です。

  　 　　　　　 　W ： 水深横断

　　　　　　　　　　　　　　・　距離は水際杭からです。　　＊ 必ずしも水際杭を ０m にしなくてもよいです。

　　　　　　　　　　　　　　・　水深は２回測定の平均値を、水面からの値で「－」入力です。

　　　　　　　　　　　　　　・　水深が浅い場合、レベル読みも可。

　　　　　　　　　　　　　　・　水面は必ず両岸をレベル測定してください。

　　　　　　　　　　　　　　・　１組の水際杭間で、水面 ５面 まで処理可能。

　　　　　　　　　　　　　　・　１断面に左・右岸水際杭が複数ある場合、１組ごとに「書き込み」してください。

　　　　　　  L1,L2 ： 変化点　地点名は省略可
    記号（ｺｰﾄﾞ）　――　記号（ｺｰﾄﾞ）表をクリックしてください。

　記号（ｺｰﾄﾞ）表に無いｺｰﾄﾞは無視されます。
　　　　　対岸の水際杭まで入力したら「書き込み」、次の測点を入力

　　　　　すべての測点を入力したら「終了」
　　　　　＊ 深浅測量の途中で水面高が変わる場合の入力
16 16　　　　　　　　　　　　▽　　　　　　　　　　　　　　 　16
LWP

　　　　　　　 16

水深横断の場合、水面の変化点位置で水深と水面高（レベル読み）を２ヶづつ入力する。

Le4, LWP       ,     0.000,     1.742,          ,          ,
LeR,           ,     1.200,          ,     2.420,          ,

LeR,           ,     1.900,          ,     2.550, 16       ,

LeR, W         ,     5.000,          ,    -0.310,          ,

LeR, W         ,    10.000,          ,    -0.430,          ,

LeR, W         ,    15.000,          ,    -0.660,          ,

LeR, W         ,    20.000,          ,    -0.470,          ,

LeR, W         ,    22.400,          ,    -0.450,          ,

LeR,           ,    22.400,          ,     2.390, 16       ,       水面の変化点
LeR,           ,    22.400,          ,     2.390, 16       ,

LeR, W         ,    22.400,          ,    -0.450,          ,

LeR, W         ,    20.000,          ,    -0.620,          ,

LeR, W         ,    25.000,          ,    -0.400,          ,

LeR, W         ,    30.000,          ,    -0.150,          ,

LeR,           ,    32.600,          ,     2.370, 16       ,

LeR,           ,    36.000,          ,     2.110,          ,
レベル横断の場合、水面の変化点位置で地盤高と水面高を２ヶづつ入力する。

Le4, LWP       ,     0.000,     1.742,          ,          ,
LeR,           ,     1.200,          ,     2.420,          ,

LeR,           ,     1.900,          ,     2.550, 16       ,

LeR, 　        ,     5.000,          ,     2.860,          ,

LeR,           ,    10.000,          ,     2.980,          ,

LeR,           ,    15.000,          ,     3.210,          ,

LeR,           ,    20.000,          ,     3.020,          ,

LeR,           ,    22.400,          ,     3.000,          ,

LeR,           ,    22.400,          ,     2.390, 16       ,       水面の変化点
LeR,           ,    22.400,          ,     2.390, 16       ,

LeR,           ,    22.400,          ,     3.000,          ,

LeR,           ,    20.000,          ,     3.170,          ,

LeR,           ,    25.000,          ,     2.950,          ,

深浅測量計算

　　・　深浅測量用ロープの伸縮による距離の差異を補正計算します。
　　・　両岸の水面高が違う場合、水面の傾きによる水深の補正計算を
行います。

　　・　対岸水際杭までの標高閉合差を計算します。

　　・　作成ファイル

１．深浅測量計算簿
　　　　　　２．深浅測量結果ファイル

３．深浅測量精度管理表
深浅断面グラフィックス

深浅測量計算結果を断面グラフィックスで確認します。

　　　表示範囲 ： 左岸水際杭　～　右岸水際杭

計算簿の表示・出力
深浅測量計算結果を表示・出力します。

深浅測量結果ファイルの表示
深浅測量結果ファイルを表示します。

横断＋深浅データ合体
河川横断結果ファイルと深浅測量結果ファイルを合体して、
新たに河川横断結果ファイルを作成します。
＊　河川横断計算と深浅測量計算が終了していること。
　　　表示　――　各ファイルの内容を表示します。
合体開始　――　河川横断結果ファイルに深浅測量結果ファイルが

組み込まれます。
　　　合体した河川横断結果ファイルの確認は「横断面グラフィックス」で

確認してください。
７．横断面ピッチ割

　　　河川横断結果ファイルのピッチ割りを行います。
　　 計算ピッチ　――　ピッチ割りの距離（ 1.0 ≦ Pitch ≦ 100.0 ）

　　「作成開始」で河川横断結果ファイル（K_OudanKekkaPitch.sav）が
作成されます。
＊　オーバーハングの箇所にピッチ割りが当たった場合、複数の値が出ますので一番低い値を採用して

ください。

８．河川縦断データの作成

　　横断データの整理

・　距離標データの変更をした

・　河川横断計算終了後に「不等流計算」を行った

・　河川横断結果ファイルの変更をした

場合、「横断データの整理」を行ってください。

河川縦断データ作成前に「横断データの整理」を行ってください。

　　河川縦断データ作成
　　　距離標データ及び各横断面の河床データより最低河床高等、縦断図に
必要なデータを検索して縦断データを作成します。

平均河床高について

　　　　　　　平均河床高　＝　計画高水位（現在洪水位）　－　径深

　　　　　　　径深＝（Ａ／Ｂ）　――　河川・ダム等、水深に対して水面幅が広い場合に使用する。
　　　　　　　径深＝（Ａ／Ｓ）　――　水路等、水深に対して水面幅が狭い場合に使用する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ａ：断面積
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ：水面幅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ：潤　辺（計画高水位から下の地盤線の総延長）
距離標データの計画高水位（現在洪水位）に値が入ってないと平均河床高は計算しません。
新規に計画高水位（現在洪水位）の計算をする場合、「河川測量、不等流計算」を実行して、
計算結果を距離標データへ転送してください。
平均河床高は断面積及び水面幅の桁指定により値が変わります。河床年報、堆砂量計算成果表等に
合わせて指定してください。

　　　　　縦断作成データ
・　流心区間距離　　　　　　　・ 計画高水位　　　・ 左岸提内地盤高

・　流心追加距離　　　　　　　・ 計画河床高　　　・ 右岸提内地盤高

・　左岸距離標追加距離 　　・ 最低河床高　　　・ 平均河床高

・　右岸距離標追加距離　 　・ 左岸堤防高　　　・ 左岸杭頭標高

・　計画築堤高  　       　・ 右岸堤防高　　　・ 右岸杭頭標高

９．縦断面グラフィックス

　　　河川縦断面を断面グラフィクスで確認します。


１０．各種結果表示・出力

　　　河川横断測量で計算された全ての結果を表示・出力します。

10-1．河川横断測量コード表
　　　　　　　　　河川横断測量に使用する構造物等のコード表

10-2．JACIC_Formatに必要なコード
　　　　　　　　　縦・横断図及び縦・横断成果整理表等に必要最小限のコード

10-12．河川横断測量精度管理表

　　　　　　　　　河川横断測量の精度管理表を作成します。


　　　　　　　　　河川名を入力してください。

　　　　　　　　　「作成開始」で精度管理表が作成されます。

　　　　　　　　　用紙を作成するだけです。

　　　　　　　　　必要項目を手入力してください。
10-16．成果表の出力

　　　　　　　　　成果表の種類

　　　　　　　　　・ 成　果　表　――　河川横断計算で作成された河川横断結果

ファイルを基に作成します。

　　　　　　　　　・ 横断面ピッチ割成果表　―　河川横断横断結果ファイル ＋
ピッチ割値付きを作成します。

　　　　　　　　　成果表の帳票作成開始ページを指定します。

　　　　　　　　　「作成開始」で成果表が作成されます。
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